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福島県五畳敷温泉について
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約すると次の通りである。

　温泉水はCl一とHCO3一で特徴づけられる。この場

合，S餌2一が初生的な成分であるか二次的に含まれたか

については明らかでない。一方，Cl一含量の低い温泉水

は，むしろ地下水とみなされるのであるが，その特徴は・

水海が高いこととH¢Oゴ含量に富むことである。ご

れはおそらく，温泉地帯の地下水が，貯溜状態にある温

泉水から熱と成分の供給をうけ，このような特徴を有す

るに至oたものと思われる。

　以上述べたように五畳敷温泉はCヒ，HCO3一含量が

比較的高く，しかもBrプCl一の比率等から推して火成

源とみなされるので，その起源は第三紀の石英粗面岩な

いし石英安山岩の火山活動につながるものと考えられ

る。また，温泉地帯の地下永の篇部が上述のように温泉

化して湧出する点を併せ考えると，この温泉は長年岩層

の裂か・間隙に沿って貯溜されたいわば残留熱水性温泉

ぞあることを強く裏づけていると思われるのである。

ま　と　め

　第三紀火山地帯温泉の一例として，福島県五畳敷温泉

を取り上げ・湧出地域の地貫状況・温泉水の化学成分等

を検討したが，この結果，温泉水はCr，HCO3一で特

徴づけられ，・Br一／Cl一の比率から火成源であることが

知られた。また，注目を引くことがらとして温泉地帯の

地下水が温泉化して湧出する点が認められるが，これら

の事項を総括すると，五畳敷温泉は，第三紀の石英粗面

岩ないし石英安山岩の火山活動に関係あり，その生成以

来岩層の裂か・間隙に沿って貯溜された残留熱水性温泉

であると結論される。

　　　　　　　　　　　（昭和34・年8月調査）
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